









が作曲した 4 手のための連弾ソナタは 5 曲ある．それらは歴史の浅い連弾の音楽史の起点であるに
もかかわらず，モーツァルト独自の音楽的言語によって , 多様な楽想と豊かな響きをもち , 優れた作






ジナル，チェンバロなど）は横幅が狭く，1 台の楽器に 2 人が並んで座る演奏形態に無理があったか
らだと考えられている．楽譜が残っている最古の連弾曲は，イギリスのヴァージナル音楽の作曲家で
あるニコラス・カールストン（Nicholas Carlston，1570 頃 -1630 頃）の「A Verse for two to play」と，
トーマス・トムキンズ（Thomas Tomkins，1572-1656）の「A Fancy for two to play」である（松永 
1991）．その後，1765 年に音楽史上最初の連弾ソナタといわれているモーツァルトの「ソナタ　ハ
長調　K.19d」が作曲されるまでの約 1 世紀半，連弾の音楽史には何も残っていない．
　モーツァルトは 4 手用の連弾ソナタを 5 曲，完成した形で残している．
1　1765 年 5 月 ソナタ（4 手） ハ長調 K.19d （3 楽章）　　ロンドン
2　1772 年半ば ソナタ（4 手） ニ長調 K.381（123a）（3 楽章）　ザルツブルク
3　1773 年末 -74 年初め ソナタ（4 手） 変ロ長調 K.358（186c）（3 楽章）ザルツブルク
　　　　　　1781 年 11 月 ソナタ（2 台 4 手） ニ長調 K.448（375a）（3 楽章）ヴィーン
4　1786 年 8 月 1 日 ソナタ（4 手） へ長調 K.497（3 楽章）　ヴィーン
　　　　　　1786 年 ソナタ（4 手） ト長調 K.357（497a）（2 楽章）未完　ヴィーン
5　1787 年 5 月 29 日 ソナタ（4 手） ハ長調 K.521（3 楽章）ヴィーン
　オカールはモーツァルトの生涯を 4 つの時期に分け，青春期 1756-1779 年，成熟期 1779-1782 年，
円熟期 1782-1788 年，そして 1788 年暮れから死までを「明澄な結実の時期」としている（オカール 
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1985）．連弾ソナタの成立年代をみると，初めの 3 曲の K.19，K.381，K.358 は彼の青春期に作られ，
成熟期にはまったく作曲されず，円熟期の終わりに K.497，K.357，K.521 の 3 曲が集中して作られ
ていることがわかる
　1 曲目の K.19d は 9 歳の時の作品で，熱心な教育者であった父レオポルト（Leopold Mozart,1719-87）
に連れられたロンドン旅行中に作られたとされている．演奏中にしばしば生じる第 1 奏者（Primo プ
リモ）の左手と第 2 奏者（Second セコンド）の右手のぶつかりは，2 段鍵盤のチェンバロの為に作
曲されたためと考えられる．







　ここまでの青春期のソナタ 3 曲は 4 歳年上の姉ナンネル（Maria Anna Mozart,1751-1829）と演奏











を生み出す可能性が感じられる．K.381，K.358 の後の 12 年間，連弾ソナタは作曲されていない．
　1786 年，モーツァルトが 30 歳の時に作曲された K.497 の献呈者は不明であるが，翌年に作曲し
た最後の連弾ソナタ K.521 を贈ったフランツィスカ（Franziska Edel von Jacquin,1769-1850）とい
う女性との連弾が想定されていたと考えられる．フランツィスカはモーツァルトの優秀なピアノの弟




　また，K.497 はモーツァルトの自作目録に「1786 年 8 月 1 日」の日付で記され，その直後の 8 月










者を得た時期に K.497 と K.521 の 2 曲のソナタは作曲されたと考えられる．




　K.497 が作曲された 1786 年のことをオカールは「モーツァルトの音楽的生涯のうちで最も輝かし
い年の一つ」と表現している（オカール 1985）．この年に作曲された主な作品は次の通りである．
3 月 2 日完成   ピアノ協奏曲 K.488 イ長調
3 月 24 日完成　ピアノ協奏曲 K.491 ハ短調
4 月 29 日完成　オペラ「フィガロの結婚」K.492 
8 月 1 日完成　4 手のためのソナタ K.497 へ長調
8 月 5 日完成　 ピアノ 3 重奏曲「ケーゲルシュタット・トリオ」K.498　変ホ長調
12 月 4 日完成　ピアノ協奏曲 K.503　ハ長調
12 月 6 日完成　プラハ交響曲 K.504　ニ長調
　1786 年の春，モーツァルトは 4 月末に完成するオペラ「フィガロの結婚」を仕上げながら，前の








　1784 年には 6 曲（K.449，K.450，K.451，K.453，K.456，K.459），1785 年には 3 曲（K.466，K.467，K.482）
のピアノ協奏曲を次々と作曲して楽都ヴィーンの寵児となったモーツァルトであったが，1786 年に
入って歌劇「フィガロの結婚」の成功にもかかわらず，ヴィーンの聴衆は次第に彼に冷たくなり，経
済的困窮が始まっている．この年に作曲された 3 曲のピアノ協奏曲（K.488 イ長調，K.491 ハ短調，
K.503 ハ長調）は，計画された連続演奏会のための作品であったが，演奏会が実際に開かれた記録は






















4.1　第 1 楽章　Adagio　へ長調　4 分の 3 拍子―Allegro di molt　ソナタ形式　へ長調　2 分の 2 拍子









に捧げられた「ハイドン四重奏曲」全 6 曲の最後の弦楽四重奏曲第 19 番「不協和音」K.465 の第 1
楽章冒頭にもみられる．
　続く Allegro di molt の第 1 主題は，導入部の複雑さとは対照的に明るく澄みきった旋律が，プリ
モ，セコンドの順で歌われる．この部分で特徴的なのは，主題の前半で旋律が c から f への 5 度の下
降の後，第 3 小節で属 7 の和音が 5 つ同音反復されることである（譜例 2）．主題の単純でありなが
ら澄みきった響きは，この時期のモーツァルトの特徴的な音楽語法である．同様の音型はピアノ協奏





　第 2 主題は属調のハ長調となり，4 手でコラールのように奏される（譜例 4）．旋律は e ─ d ─ c，




















　この役割が交替した後，変ニ長調に転調して，第 139 小節からはセコンドが 8 分音符で動き続け
る一方，プリモは再び第 1 主題のリズムを用いて両手でカノンを展開して高揚感を増し，ニ短調に転
調して属音のイ音が連打される．第 154 小節では半音上がって変ロ音が 4 オクターブのユニゾンで





















　コーダでは第 1 主題の前半の動機から短前打音の特徴的な動きがユーモアをもって第 1 楽章を終
える．
4.2　第 2 楽章　Andante ソナタ形式　変ロ長調　2 分の 2 拍子
　歌謡的な第 1 主題はこのソナタの直前に書かれた「ホルン協奏曲第 4 番　変ホ長調　K.495」の第
2 楽章の「ロマンツァ」の主題と関係していることが指摘される（譜例 8，9）．
譜例 8  譜例 9
Cor.
  Primo 
p.f
　プリモはソプラノ，セコンドはバリトンの役割で優美な 2 重唱が歌われる．第 1 主題は前半の動
機で美しい 3 度重ねが歌われ，後半の動機の第 5 から第 6 小節では両者のフレーズの受け渡し，そ








　第 29 小節からの前半はプリモが主導しセコンドは常に 1 拍（2 分音符）遅れて模倣して歌う．第









第 64 小節からの再現部で第 1 主題は旋律が非常に装飾的になり，いっそう優美な歌となる．
　第 96 小節からの第 2 主題の再現は提示部の特徴的な旋回的な動きが始まる．後半の第 103 小節か
らはセコンドが先導し，32 分音符の動きは提示部同様に倍の長さになるが，ここでは両者の左手も




4.3　終楽章　Allegro　ロンド形式 へ長調　8 分の 6 拍子
　終楽章は A ─ B ─ A ─ C ─ A ─ B ─ A（A: ロンド主題　B: 第 1 エピソード　C: 第 2 エピソード）
の構成を持つ典型的なロンド形式である．
　冒頭から第 20 小節までの軽快なロンド主題は，プリモのソロで始まり，2 回目の第 11 小節からセ






　ロンド主題が第 20 小節で終わったのち，第 52 小節から始まる第 1 エピソードまでの経過句の中
で，第 37 小節からはそれまでの陽気この上ない曲想から一変して 8 分音符での異質な部分が登場す
る．これは明らかに対位法的な動きである．モーツァルトは 1782 年に，音楽愛好家でバロック音楽
に熱中していたゴットフリート・ファン・スヴィーテン（Gottfried van Swieten, 1734-1803）男爵















　第 53 小節からの第 1 エピソードでは，先ほどの対位法的な経過句から一変して，この上なく陽気
な主題が再び歌われる．第 68 小節からの経過句では 16 分音符のピアニスティックな動きが華麗で
ある．






　その直後，第 146 小節から短い対位法的な動きが変ロ長調で再び歌われる．ドラマティックな 1
オクターブの急速な上昇と，対位法的で穏やかな動き．この静と動の交換は緊張感をはらむ．両者の








　第 186 小節ではセコンドとプリモが 6 度で同時に上昇した後，第 187 小節でセコンドはプリモの
上昇の最終音 g2 を含む和音を鳴らす．プリモ奏者の左手が少しでも遅れをとると，セコンド奏者の
右手右腕が容赦なく迫ってきてぶつかり，弾くことができなくなる，という現実的な問題が起こるの
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Mozart's Piano Sonatas for a 4-Handed Performance:
Focusing on K.497 in F Major
NISHINO Miho
Abstract: A 4-handed performance on the piano is an ensemble played by two pianists together on one piano. I 
have had a series of “duo recitals” every year between 1995 and 2014, playing pieces that varied from classical 
to modern music in different eras. Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1781), a classical composer, wrote five 
sonatas for 4-handed performance. Although written in the early stage of 4-handed performance history, they are 
highly valued for their unique musical expressions and rich sounds. In particular, K.497 composed in 1786 in 
Vienna is regarded as an enduring masterpiece in the history of 4-handed performances. Jean-Victor Hocquard, 
an expert in Mozart, called this “ Mozart's finest sonata among all the pieces written by him.” The aim of this 
study is to analyze its characteristics, and explore the background of this piece from the viewpoint of the pianist.
